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な状況下で， 1530年代より，徐々に文法編纂及び辞書作成が企てられるようになるo 例えば， 1531年にフランス人に
よる最初のフランス文法書『フランス語入門』がジャック・デュボワ J. Dubois (ラテン名 Sylvius) によってラテ
ン語で著され， 1539年にはロベール・エチエンヌ R. Estienne が最初のフランス語辞書『仏羅辞典』を著した。 1539




















面で古典的なセネアンの研究 (L. 8ainぬn ， 1922-1923) があり，現代ではパルディンガー (K. Baldinger , 1990) ら
が精力的に研究を進めている。他方，文法に関してはユゲ (E. Huguet , 1894) のような古い研究以外には， 16世紀フ














度まで異本文が表記された T. L. F. 版を使用するO この版では，先の24版の内16版を扱うことが出来る。








代名詞古形代名詞 cestuy ， cil 等
形容詞女性形から作り直された男性形
副詞 -ment で終わる副詞の形成





形容詞副詞的用法 blanc ， correct , franc , sain, net , petit 等
形容詞句の使用
副詞 否定の副詞 goutte ， grain , mie 等
副詞句
前置詞様々な前置詞 attendu ， devers , ensemble 等





法 接続詞(句)の後の法 comme Sl 等
成句の後の法 avoir paour que 等
その他
また，第二部の文法事項の項目についての頻度数は，物理上等の制約があり 表記できたものは限られているo
第三に，これら459の検討項目の用例をディクソンとドーソンによるコンコーダンス (J. E. G. Dixon et J. L. 
Dawson , 1992) より全て抽出する。しかしこのコンコーダンスには元来ヴアリアントのないテクストを使用したこ
ともあって，異本文が表示されていない。 16世紀の作家研究では，その作品(の中の語嚢及び語形)の“変化"を含
めて考察することを忘れてはならないが，とりわけラプレーのような作家には，この“変化"にこそ重要な意味が隠









男性 女性 両性 総計
有生名詞 1 135 
無生名詞 18 8 23 49 
総計 19 9 26 54 
この性の変化の原因は，無生名詞において，男性名詞扱のものは語源からの影響，女性名詞扱のものは語尾形態か
らの影響が強いことが確認された。また，意味の類推による性の変化もみられ。更にこの性の変化を意図的に使用し







donner , entreprendre, espérer といった動詞では『第一之書パンタグリュエル物語』の異本文で前置詞有りの用法か
ら無しの用法に変えている。これもやはりこの異本文の持つ版 (François Juste 版)を古めかしくするために行なっ
たものと言えるだろう。
C. 単語見出し項目を中心に頻度数に注目して『第五之書J の異質性とラプレーの関与の可能性を指摘する。『第
五之書』にのみ現れた語葉及び用法は， 26例あった4 例えば，直説法を伴う combienque，副詞 léans，動詞 pondre ，

















が J. Dubois によってラテン語で著され， 1539年には R. Estienne が最初のフランス語辞書『仏羅辞典J を著した。
また1539年は Villers-Co t terらts の勅令によってフランス語がラテン語に代わって公式な言葉になった年でもあった。
そして，この16世紀中期以降，更に多くのフランス語文法・辞書編纂が企てられていくことになる o Rabelais が一連
の巨人物語『カ*ルガ、ンチュワ・パンタグリュエル物語』を生み出したのは正にこのフランス語の流動期であるo 最初
の物語『第二之書パンタグリュエル物語』が恐らく 1531年に書かれ，そして『第五之書パンタグリュエル物語』が出
版されたのが1564年である o 本論文はこの16世紀フランス語の流動性と不統一性が， Rabelais の全作品の中で具体
的にどの語にどのように現れ，どう変化していくかを，通時的に考察し， 16世紀前半のフランス語の実際と変化を検
証すると同時に Rabelais のフランス語使用法の特徴とその変化を明らかにしたものであるO
この作家の語嚢は，これまで総合的な立場から研究されたことはなく また D6世紀フランス語辞典.] Dictionnaire 
de la langue fran軋ise du seizi鑪e siècle は各語の意味を明示していなし、。本論文はこれまで、の研究成果を十分に消
化吸収し，最近の研究成果の上に立って独自の展望をもって行った語最研究である。
本論文では， Rabelais 全作品に現れた総語数256. 576語 -J. E. G. Dixon & J. L. Dawson. Concordance desωuvres 
de Rabelais , Genève , 1992によるーから424語を選び，従来の古典的研究に基づく Rabelais 独自の「文法事項J 35項
目を加え，本邦初の総合的研究となっているO その際，使用された刊本も最近の研究成果による定本に限定し，異本
文も吟味の対象にするという綿密な研究方法に則っている。
まず第一に， Rabelais の書誌に関する研究を利用して， Rabelais の作品の現存するすべての刊本(1564年までで
60の刊本)の中から， Rabelais が何らかの形で出版に参加していたと思われる版を推定しているO
第二に， Rabelais の文法及び16世紀フランス語に関する主要な研究 CHuguet ， Gougenheim，等)を参考にして現
代フランス語とは異なる用例を中心に検討項目のデータベースを作成。
第三に，これら459 C語最424語と文法項目35項目)の検討項目の用例を上記 Concordance より全て抽出している。
しかし，この Concordance には異本文が表示されていない。 16世紀の作家研究では，その作品(の中の語嚢及び語形)




また，各文法事項について， 16世紀独特な現象と Rabelais 独特な言い回しを区別し，さらにはラテン語法に由来を求
め，実証的語嚢記述法を確立しているO 本邦において，この「語記論」は特に16世紀フランス語という流動的性格を
持つ言語を辞典の形にまとめる点で成功した初例である。
しかしながらいくつかの間題が残されていないわけではない。収められた語震は真に Rabelais の言語体系の主要
な要素を成しているかどうか，また，彼の作品の特質を顕示する語を網羅しているかどうか文法事項は Rabelais の
みに該当し他の作家には無関係であるのかどうか といった諸点が実証されないままであるo
しかし全体として言えば，本論文は Rabelais の言語の研究を初めて辞書の形態にまとめ上げたという点で，今後
の研究の基礎となる優れた研究である o 本論文が学位請求論文として十分に価値のあることを認定するものである。
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